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準優勝 荒 古       第３位 堀之内 

 主な種目別成績       字対抗リレー優勝  寺本新町          子ども会リレー優勝    荒 古 

≪堀之内≫ 新しく堀之内の住民とな

られた方も旧来の住民と肩を並べて競技

に参加され、和気あいあいと過ごしてい

ました。その甲斐あって総合成績第3位

の栄を得ることができました。 

≪荒 古≫ 今年も頑張ったのは、子

どもたちで子ども会リレーはダントツの１

位。開会式に返還した優勝旗をまたいただ

きました。 

　　　ふれあいを実感した運動会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミュニティ会長　早川義一

今年の運動会は、市長選挙の日程の関係もあり１０月６日の一発勝負、予備日

なしで計画されていました。皆様の心がけがよかったのか当日は幸い天候に恵ま

れ、楽しみにしていた第３４回八幡地区市民運動会が、多くの住民の皆様の参加

を得て盛大に開催されました。

老若男女が「地域」のなかでふれあいを実感できた運動会になったと思います。

このパワーをこれからも八幡地区の発展のために大いに発揮していただきたいと

感じました。

大会運営にあたっていただきました役員の皆さま、ご参加いただきましたすべて

の皆さまに感謝申し上げます。

≪寺本新町≫ 競技で頑張ったあと、み

んなと一緒に食べるパンの味は格別です。 
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第５回 わがまち再発見 
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１０月１3日の日曜日、秋晴れの下今年も八幡さんのお祭りが行われました。 
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≪杉 山≫ 祭囃子保存会の皆さん「屋形」の前で記

念撮影。 

≪荒 井≫ 今年は、荒井オリジナルＴシャツのロゴ

とプリキュア・ワンピースをデザインすることに決定、

花飾りを全部取り替えました。 

≪中 島≫ 出発の前、組長を中心に役員全員で

記念撮影。 

≪上平井≫ パレードの写真です、終わりが近づき、

皆さん、ほっとしています。 ≪西平井≫ 準備万端、いざ出陣です。 

≪荒 古≫ 祭囃子の生演奏がお祭りを一層盛り上

げます。 

≪中小根≫ 字内パレードでは各役員の自宅前で祭囃

子を生演奏し、喜んでいただいた。町内全体にたくさん

の祭提灯が飾られ、お祭りムードが盛り上がった。 

≪浜小根≫ 花車を2年の歳月を掛けてやっと完成し、

皆様に全容をご披露できました。祭囃子の生演奏は重厚

で迫力があり、大感動した祭礼でした。 

≪寺本新町≫ 花車の後に大勢の子どもたちと神

輿とお獅子が一緒になって、町内をパレードしました。 

≪寺本台≫ 今年も秋晴れの下、元気いっぱいの子ども達が寺本台

メインストリートを、太鼓と鐘の音と共にワッショイの掛け声で賑やか

に練歩きました。沢山のおひねり有難うございました。 

≪八幡新町≫ 子どもみこしの町内練り歩きでは、大勢の方

からご祝儀をいただきありがとうございました。年に一度のお祭

りで子どもたちはもちろんのこと、大人もワクワクしながら楽し

めました。 

平成25年10月現在 （単位：人）
区　　分 人　　数 人口比率

人 口 1008 ―

世 帯 数 405 ―

敬老人口 151 15.0%

子ども会 49 4.9%

≪廻 間≫ 天候に恵まれ花車も色鮮やかに見えて、

お祭り日和を実感しました。来年は、祭囃子の生演奏

を企画したい。 

≪堀之内≫ 大人も子供も心を合わせて元気に字内を

パレードしました。 
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• 

≪廻 間≫ トータル第４位の好成績で第

３４回八幡地区市民運動会を終える事が出来ま

した。夜の反省会も大いに盛り上がりました。   

≪寺本台≫当たりました！お楽しみ抽選会。 

≪八幡新町≫大勢の方に参加していただ

き２張のテントでは収容しきれないほどで

した。 

≪荒 井≫ 応援にも熱が入り、住民

一丸となって一日楽しく競技ができまし

た。 

≪中 島≫ チームのために全力疾走!  

≪浜小根≫浜小根がんばれ！僕は応援団長。 

≪中小根≫子ども会から老人会まで大勢の応援で楽

しい運動会ができました。 

≪西平井≫テント裏も大変です。 

≪杉 山≫2020年東京オリンピックを
目指し、杉山テント前を疾走する選手。  

≪上平井≫開会式の上平井の様子。天
気が良くて、非常に良かったです。  

消防団第一分団による操法披露 


